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　御前崎市は、静岡県最南端
の岬のまちです。漁業が盛んで
生カツオの水揚げ量は全国でも
トップクラスを誇ります。また、
日本屈指の日照時間と温暖な気
候を生かした農業も盛んな地域
です。
　物流やエネルギー基地として
の基盤も整備されており、商工
業が盛んな地でもあります。御
前崎港には５万トン級の大型コン
テナ船が接岸できる多目的国際
ターミナルがあり、世界各地とコ
ンテナ航路がつながっています。

　御前崎市の市章は「O」と「オ」
を図案化したもの。ブルーは遠州
灘、オレンジは太陽、太陽へ向か
う白地の形は先進性を表し、市民
の協力と情熱で世界へ発信するイ
メージを表しています。
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12月の表紙

消防士ってすごい！！

（令和５年11月末日現在の速報値）

（前月比）
人　口 30,331 （－41）

男　 15,436 （－21）
女　 14,895 （－20）

世帯数 12,119 （－4）

　｢消防フェスタ2023｣ が10月29日、市消防署
で開催されました。７ｍの綱渡り体験は希望者
が列をなすほど大人気。子どもたちは初めて挑
戦する綱渡りに大興奮でした。

Series
暮らしを便利に /暮らしと原子力 /図書館情報 /文芸おまえざき
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国指定天然記念物「アカウミガメ」の
保護活動をしませんか

　市では、国の天然記念物に指定されている「御前崎
のウミガメとその産卵地」の保護活動をしています。
　ウミガメ保護監視員として、絶滅危惧種であるウミ
ガメの保護活動や自然豊かなまちのために活動してみ
ませんか？

募集人数　1 人（申込者から選考します）
対 象 者　18 歳以上の人（心身ともに健康な人）
申込期限　12 月 22 日㈮
活動内容
①海岸の巡視、ウミガメの上陸産卵頭数・産卵個数の

確認、ふ化場への卵の移殖
②ふ化場での子ガメのふ化確認と放流
③海岸清掃、保護普及活動　　　など

照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５

▲詳細はこちら

市制施行20周年

　御前崎市は令和 6 年４月１日に市制施行 20 周年を迎えます。
　20 周年を広く周知するためキャッチフレーズとロゴマークを決定しました。キャッチフレーズとロゴマークは
各イベントやノベルティグッズに活用し、20 周年を盛り上げ、本市の魅力を市内外へ発信していきます。

キャッチフレーズキャッチフレーズ

20周年の想い、未来へ受け継ぐ御前崎

■キャッチフレーズに対する想い
　「20周年ありがとう」住みやすい、住みたい御前崎。
　今の想いを受け継いでいきたい。

ロゴマークロゴマーク

池新田高等学校の生徒に
作成を依頼し、10 作品
の中から決定しました。

照　会　企画政策課　☎０５３７�１１６１

■考案者
　坂本 佳子さん（下朝比奈）

応募数
62点

info
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キャッチフレーズと
　　　ロゴマークが決定しました

003 市制施行20周年キャッチフレーズとロゴマークが決定しました
国指定天然記念物｢アカウミガメ｣の保護活動をしませんか
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御前崎の魅力を感じてもらい、御
前崎を好きな人（＝ファン）を増やす
おんぱく。参加者は満面の笑みを浮
かべながら、「御前崎っていいところ
だね」「また遊びに来よう」と満足そ
うに帰っていきます。まさにファン
が増える瞬間です。
プログラムを満喫し、帰るころに
は自然と御前崎のファンになってし
まう―。このまちを好きな人が、ま
ちのもつ魅力を伝えるおんぱくだか
らこそできることです。
おまえざきはくらんかいは開催を
重ねるごとに人の輪を作り、輝きを
増していくでしょう。御前崎愛があ
ふれる人々の活動を、そしてまちの
魅力を感じてみませんか？

2023おまえざきはくらんかい

今年のテーマは「キラキラ輝く御前崎」。御前
崎には、発掘しきれていない食べ物や人、景色
などの輝く魅力がまだまだたくさんあります。
魅力を実感すれば、御前崎に住んでいる人はもっ
と、訪れる人は必ず御前崎を好きになってくれ
るはずです。まちを好きになってくれた人は、
その魅力を誰かに伝えようと動き、御前崎を好
きな人がまた増える。この連鎖がまちを元気に
するためにとても大事なことだと思います。
今年は賛同者が増え、31プログラムを提供で

きました。参加者の皆さんには御前崎の魅力を
感じてもらい、御前崎というまちをもっと輝か
せるため、いつか一緒に活動で
きたらうれしいですね。

おまえざきはくらんかい主催
OMAEZAKI STYLE CLUB
伊村 俐香 代表

①３カ月で20㌢ほどの苗から収穫できるほどに成長
する　②石畳に隠れる「ハート」の石を見つける　③ス
カーフで肌を隠すインドの服装を体験。昼食にはベト
ナム・カナダ・フィジーの料理を楽しんだ　④案内人
が下絵を描いたガラスを彩る　⑤早朝、海に投げ入れ
たルアーに魚が食い付くのをじっと待つ　⑥話上手な
案内人と好みの自作ブレンドを追求　⑦御前崎の特産
品・シラスの加工を学ぶ

キラキラ輝くまちにするために

  ②秋涼の御前崎 ケープパークを散策 

⑥ 珈琲三昧  ～自分好みのブレンド作り～ 

  ③グローバルカルチャーエクスペリエンス  　　　　　①酵素の王様「青パパイヤ」って何？

  ⑤遠州灘の海岸でルアーフィッシングツアー

  ④ Jiroの塗り絵アート

  ⑦静岡県最南端のシラス工場とメダカ繁殖場の見学

参加プログラム
▶遠州灘の海岸でルアーフィッシングツアー

二橋 真 さん（浜松市）

見晴らしの良い海岸が魅力
御前崎の海は雰囲気が良くて釣りをし
ているととても癒やされます。
何度か来ていますが、これからも御前
崎に通いたいですね。

参加プログラム
▶静岡県最南端のシラス工場とメダカ繫殖場の見学

増田 みどり さん（新野南）

製造過程を見てもっと好きに
しらす漁をやっている親戚がいて普段か
らよく食べています。どのように加工さ
れているか初めて知り、もっと好きにな
りました。

98.498.4％が

御前崎の魅力を
実感!!

2,7002,700人!!人!!
  参加者  参加者
延べ人数 約延べ人数 約

※参加者アンケート回答者数の割合
（11月30日集計時点）

キラキラ輝く御前崎
御前崎にあふれる魅力を再発見できる体験型イベント「おまえざきはくらんかい2023（通称：おんぱく）」 が、10月28日から11月19日にかけて市内各地で開催されました。2回目の開催となる今回は、昨年に比べて８プログラ
ム増えレベルアップ。御前崎が大好きな案内人によるおんぱくを広報カメラが追いました。
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

火事からまちを守るために

◀入賞した７作品。中央が市長賞を受賞した希さん

防火意識の高揚と火災予防の普及を目的とした防火
ポスターコンクール表彰式が10月27日、市消防署で
執り行われました。
市内小学生から応募された38作品のうち７作品を
表彰。市長賞を受賞した河原﨑希さん（塩原）は、「火災
の原因となる身近なものを描いた。ポスターを見たら
『火の用心』を思い出してほしいです」と話しました。

製茶技術の「手もみ」を学ぶ
浜岡北小学校の３年生24人が10月20日、地域産業

を学ぶ授業の一環で御前崎市茶手揉保存会から「手も
み」の技術を学びました。
児童は初めて体験する手もみに苦戦しながらも、２

時間作業を続けて茶葉を完成させました。講師の中嶋
譽明さん（朝比奈原）は「地域の誇りであるお茶や茶文
化について理解を深めてほしい」と話しました。
◀茶葉が針のように固くなるまで手もみする児童

弓道の遠的で全国２位獲得
静岡県の代表選手として第75回国民体育大会「燃ゆ

る感動かごしま国体」に出場し、弓道の遠的少年少女で
準優勝、近的少年少女で８位入賞した小笠高等学校３
年生の齋藤和音さん（大山）が10月17日、栁澤市長に大
会結果を報告しました。
和音さんは「結果を残せてうれしい。大学では日本一

になれるように頑張りたい」と笑顔で話しました。
◀栁澤市長は「日本一になることを応援しています」と話しました

バスの正しい乗り方を学ぶ

◀バスに乗り、降りるところまでを体験する児童

第一小学校の２年生95人が10月23日と30日、しず
てつジャストライン株式会社の協力のもと、バスの乗
り方やルール、マナーなどを学びました。
児童は、バスの外観や車内を見学し、普通自動車と
比べてミラーやタイヤの数が多いことを発見。安西椋
平さん（東町）は「バスの中ではルールを守って安全に
乗ります」と話しました。

いじめのない学校を目指す

◀いじめの実例を交えながら講演する浅井弁護士

浜岡中学校の１年生169人が10月25日、県教育委
員会が主催するスクールロイヤーによるいじめ予防授
業を受けました。
生徒は、自分がいじめを受けた場合や周囲で起きた
場合にとるべき行動を学びました。講師を務めた浅井
裕貴弁護士は「いじめは人を傷つけ、自分らしく生き
る世界を奪ってしまう行為」と強く訴えました。

オーシャンプリンセス入港

◀港内遊覧運航を楽しみに並び待つ来航者

「地中海の貴婦人」として欧州の社交界で活躍した帆
船「オーシャンプリンセス」が10月14日から15日にか
けて、御前崎港に入港しました。
令和３年に開港50周年を迎えた御前崎港の記念事
業のひとつ。無料の港内遊覧運航が実施され、来航者
438人が普段見ることのない海から眺める御前崎港の
景色を楽しみました。

おいしいコーヒーを入れる

◀「フレンチプレス」という器具を使いコーヒーを抽出する参加者

市生涯学習講座の「バラエティー講座」のひとつでお
いしいコーヒーの入れ方を学ぶ講座が10月14日、佐
倉地区センターで開催されました。
講師はイトウシャディ株式会社の伊藤義康代表取締
役。８人の参加者は、コーヒーの歴史や豆の種類、焙
煎方法などを学んだあと、実際に豆を挽き、抽出に挑
戦しました。

親子で楽しく夕食を食べる

◀協力してプランターに苗を植える親子

市生涯学習講座の家庭菜園を学ぶ「親子ファーマー
ズ」が10月14日、御前崎地区センターで開催されました。
参加者の３家族９人は、ブロッコリーや小松菜など
の野菜の育て方を学びました。講師の塚本行博さんは、
無農薬で栽培できるように手作りの肥料や虫よけを配
布。「自分たちで野菜を育て、収穫する楽しさを感じて
ほしい」と話しました。
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

巨大なサツマイモを発見！

◀土の中から大きなサツマイモを掘り起こす園児

高松幼稚園の園児23人が11月８日、園庭で育てた
サツマイモを収穫しました。
サツマイモの栽培や収穫には石川芳彦さん（合戸）が
協力。約50㎡の畑から、大きいもので30cmほどのサ
ツマイモが次々と掘り出されました。掘ったサツマイ
モは各家庭に持ち帰ったり、園で焼き芋にして食べた
りして秋の味覚を味わいました。

御前崎小創立150年を祝う
創立150周年を迎えた御前崎小学校が11月２日、記念

集会を開催しました。
元御前崎町教育長の増田堅持さん（大山区）や同校卒

業生のフリースタイルフットボーラーの藪田悠翔さん
（女岩区出身）による講演会などを実施。体育館にはこれ
までの卒業アルバムなどが展示され、児童や地域住民
が同校の歴史にふれました。
◀藪田さんの華麗なボールさばきに歓声が上がる

｢フォト御前崎｣写真展開催

◀会場には87点の見応えある作品が展示された

市文化協会写真部による写真展が10月28日から11
月５日にかけて、図書館アスパルで開催されました。
部員15人による作品に加え、特別企画として日本
自然保護協会自然観察指導員の宮本勝海さん（上比木）
と市ウミガメ保護監視員会の活動写真も展示。来場者
は「とても素敵な写真ばかり。見ているだけで楽しい
気分になる」と笑顔で話しました。

有事の際の防災力を高める

◀火点に向かって正確に放水する団員

市消防団によるポンプ操法訓練と訓練礼式が11月
５日、マリンパーク御前崎で実施されました。
各分団の技術向上を図ることが目的で、10隊から約
150人の団員が参加。有事の際に迅速、確実かつ安全
に消防用機械器具を取り扱い、操作するために訓練し
ます。増田吉秀団長は「今後も技術向上に努めてほし
い」と話しました。

ハロウィーン仮装で楽しむ

◀魔女の仮装をして出店を楽しむ少女

市商工会が10月28日、八千代公園で「御前崎ハロ
ウィーンパーティー2023」を開催しました。
会場には飲食店25店が並び、吹奏楽や体操クラブ
などのパフォーマンスが繰り広げられました。親子や
友人で、魔女やおばけ、アニメキャラクターなどの仮
装をして楽しむ来場者の顔には笑顔があふれていまし
た。

消防士の仕事を体験したよ

◀消防士に支えられながら放水体験をする姉妹

消防活動に触れ、理解を深めてもらう市民体験型イ
ベント「消防フェスタ」が10月29日、市消防署で４年
ぶりに開催されました。
会場には約800人が来場。来場者は一般公開された
救急車や消防車などに乗り、設備に興味津々の様子。
消防職員と交流しながら、綱渡り体験や放水体験、煙
体験などを楽しみました。

まちの貢献者に感謝の表彰
市は、本年度の市表彰式と感謝状贈呈式を11月１
日に市研修センターで執り行いました。同式では、市
の振興発展に寄与した６人を表彰し、21人に感謝状を
贈りました。
受彰者は次のとおり（敬称略）。

▲市の発展にご尽力された皆さん

【感謝状】
▶金品の寄付
　株式会社望月塗工　代表取締役　増田樹
　日本発条株式会社　代表取締役社長　茅本隆司
　株式会社木村鋳造所　代表取締役　木村寿利
▶青少年健全育成サポート隊
　塚本精司、渡瀬三男、阿形昭、鈴木博
▶おまえざき介護予防運動指導士
　丸尾千代、植田康江、町田トリ、水島通子、
　増田多美子、落合清惠、酒井好子、河原﨑勝江
▶交通安全指導員　　　　　　　▶消防団役員
　加納一義、小野田忠　　　　　　山下芳則
▶スポーツ推進委員　　　　　　▶保護司
　三原正明、大石千晴　　　　　　揚張敏昭

【表彰】
▶民生福祉功労
　大澤幸子
▶保健衛生・保健体育功労
　阿部裕和、森下実咲、佐藤李、
　村松歩果、奥柿未来
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平日夜間、日曜・祝日の急患診療
▶小笠掛川急患診療所

☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

    受付時間 19:00～21：30（平日）
　　　　　  ９:00～16：30
 （日・祝・12/30～1/3）
※交通事故と労災の診察はお受けできません。

日曜・祝日の急患診療
▶ 榛○榛原医師会
　診療時間 9：00～17：00（日・祝）
　当番医はカレンダー内に記載

※日曜・祝日・夜間診療については、
ご連絡の上、受診してください。

休日歯科診療
▶小笠掛川急患診療所
☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

　受付時間 9：00～11：30（日・祝）

おまえざき
くらしの
ダイアリー
●消費生活相談
9：00～17：00
月～金曜日〔祝日を除く〕
商工観光課　☎0537�1135

●母子手帳の交付　▶市役所西館
毎週火曜日　9：00～11：00
毎週木曜日　13：00～15：00
予約制　こども未来課☎0537�6666まで
※他日時はご相談ください

●高齢者の介護・認知症に
　関する相談と問い合わせ
地域包括支援センターはまおか　☎0537�1167
地域包括支援センターおまえざき　☎0548�6857

4

大安

赤口

先負

仏滅

大安

赤口

先勝

仏滅

大安

赤口

先勝

友引

大安

赤口

先勝

友引

先負

赤口

先勝

友引

Sun Mon Tue Wed
先負

赤口

先勝

友引

先負

仏滅

先勝

友引

先負

仏滅

大安

友引

先負

仏滅

大安

Thu Fri Sat

市県民税（第4期）� 1月31日
国民健康保険税（第7期）� 1月31日
※後期高齢者医療保険料（第6期）� 1月31日
→※コンビ二払い不可
佐倉・比木・朝比奈・新野・御前崎
白羽・港の上下水道料� 1月31日

今月の納期
（コンビニで納付できます）
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January 2024
Omaezaki city
Useful Calendar

4

11

18

25

1
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19

26

2
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13

20

27

3

ゴミ収集日 東町・本町 
早苗町 中町・大山 門屋

塩原・合戸 佐　倉 比木・新野 
朝比奈

上岬・下岬 
大山・西側

女岩・広沢 
新谷・薄原

中原・白羽 
白浜・新神子

可 燃 物 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
金 物 - 16 9 5 19 10 17 -
ガ ラ ス 9 - 16 12 5 17 - 10
ペ ッ ト ボ ト ル 16 9 - 19 12 - 10 17

ビニール・
プラスチック類

プラマーク
あ　 り 金曜日（第２を除く） 水曜日（第２を除く） 月曜日（第２を除く）
プラマーク
な 　し 12 12 12 10 10 8 8 8

陶 磁 器 - - - - - - - -
※年末のごみ出しについては、P16をご確認ください。

榛○高木医院（内・小）
牧之原市静波900
☎0548�0003

こどもの健康相談
受付９:00～10:00/ 市役所西館３階
ひきこもり・不登校相談【予約可】
受付☎0537�8066/13:30～16:00
浜岡福祉会館

榛○ サガラ眼科（眼）
牧之原市大沢1-29
☎0548�2222
はたちの集い

榛○田形内科医院（内・小・心内・リハ）
牧之原市片浜1084-2
☎0548�5320

榛○渥美医院（内・胃・循・小）
牧之原市波津1丁目41-1
☎0548�0583

２歳児歯科検診
（R3.12月～ R4.1月15日生）

受付12:45～13:10/ 市役所西館３階
だれでも食堂もぐもぐ（加多世）
☎0548�5945/17:00～19:00

１歳6カ月児健康診査（R4.6月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階
家庭教育支援 あそび塾
☎0537�8735/9:00～11:00
図書館2階和室

精神保健福祉総合相談【要予約】
☎0537�3263/13:30～15:00
西部健康福祉センター掛川支所
御前崎市経営相談会【要予約】
☎0537�1135/9:30～15:00

弁護士相談
受付☎0537�8066/13:00～15:00
浜岡福祉会館
資源回収（池新田幼稚園）

弁護士・司法書士・心配ごと相談
受付☎0548�5294/13:00～15:00
ふれあい福祉センターなごみ

もちもちくらぶ(6カ月～1歳児対象)
10:00～11:00/ 市役所西館３階

榛○渡辺内科医院（内・小）
牧之原市大沢329-1
☎0548�5232

榛○石井内科皮膚科医院（内・小）
牧之原市静波248
☎0548�0013

榛○ あかほりクリニック（産婦・女内・内・小）
牧之原市片浜873-2
☎0548�5555

6カ月児健康相談（R5.7月生）
受付8:45～９:10/ 市役所西館３階
HIV・B・C 型肝炎・梅毒【要予約】
☎0538�2253/9:30～11:00
県中遠総合庁舎西館１階

3歳児健康診査（R2.11月・12月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階
こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室

資源回収（おまえざきこども園）
資源回収（白羽小）

1歳児健康相談（R4.12月生）
受付8:45～９:10/ 市役所西館３階

障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター2階

２カ月児健康相談（Ｒ5.11月生）
受付8:45～９:10/ 市役所西館３階
HIV・B・C 型肝炎・梅毒・クラミジア【要予約】
☎0538�2253/13:30～15:00
県中遠総合庁舎西館１階

２歳6カ月児歯科検診（R3.6月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階

障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター2階

※発行日時点で実施が未決定のものは掲載していません。
※イベント情報は、事前申し込みが不要のものを掲載して

います。

榛○ あかほりクリニック（産婦・女内・内・小）
牧之原市片浜873-2
☎0548�5555
資源回収（浜岡中）
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なっとく！原子力とエネルギーの ＡＱ &

文芸
おまえざき

俳句　おまえざき俳句会

今月の新着図書から PICK UP! !

暮らしを便利に

DigitalDigital

A

Ｑ 「エネルギーミックス」の中で、原子力発電にはどんな役割があるの？

照　会　エネルギー政策課　☎０５３７�１１３４
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ひとりだと感じたときあなたは探していた言葉に出会う
（若松英輔／著）

　自分を支える言葉は、実は自分
自身の中にすでにあるー。迷いの
なかで羅針盤となる「自分だけの
一語」を探すための全25篇を収録
する。

出版／亜紀書房

あおをはっけんしたちいさなヤン（ジャン‐リュック・ア
ングルベール／作　はしづめちよこ／訳）〈絵本〉

　画家のアトリエで見習いとして
働く少年ヤン。絵の具を作ってい
ると、とても貴重な青の絵の具が
できて…。「プルシャンブルー」と
呼ばれる青色の発見の史実とそれ
が生まれる化学反応、そして少年
の成長の様子を織り込んだお話。

出版／イマジネイション・プラス

照　会　市立図書館アスパル　☎０５３７�８１８１

●一般
〇気はやさしくて力持ち（著／内田樹　著／三砂ちづる）
〇魅せる月風景の撮り方（著／榎本司）
〇図説日本の湧水（編／日本地下水学会）
〇うちの豆皿つまみ絶品レシピ
　（編／主婦と生活社　ほか著／大野尚人）
〇見かたがわかればもっと面白い ! 日本絵画の教科書（監修／古田亮）
〇世界文字の大図鑑
　（文・絵／コンスタンティノフ　監修／青柳正規　訳／若松宣子）
〇君が手にするはずだった黄金について（著／小川哲）
〇雨露（著／梶よう子）
〇小公女たちのしあわせレシピ（著／谷瑞恵）

●児童
〇ぎんいろのボタンとそらとぶそり（作／左近蘭子／　絵／末崎茂樹）〈絵本〉
〇ようじゅつがっこうのかけくらべ（作・絵／藤川智子）〈絵本〉
〇おしえて ! あむあむさん（作／間部香代　絵／浅野みどり）〈絵本〉
〇キミならどう解決する ? SDGs人権編
　（監修／由井薗健　監修／粕谷昌良　著／小学校社会科授業づくり研究会）
〇こども資源マップ（監修／柴田明夫／　著／バウンド）
〇さようなら、捨て犬・未来（著／今西乃子　写真／浜田一男）
〇かわいいおりがみ（青柳祥子／著）
〇ななちゃんのたからもの（作／小手鞠るい　絵／すずきみほ）　
〇アップサイクル !（作／佐藤まどか　装画・挿絵／木内達朗）　

児童

一般

　火力、水力、原子力、再生可能エネルギーなどをバ
ランスよく組み合わせて電気を作る「エネルギーミッ
クス」の考え方は、日本のエネルギー政策の基本になっ
ています。その中でも原子力発電は、発電時に温室効
果ガスの排出がなく、少量の燃料で大量の電気を作る
ことができ、地球温暖化の抑制や電気の安定供給に役
立っています。
　ただし、原子力発電は放射性物質を取り扱うため、
安全に運用するためには、厳重な管理・運営と廃棄物
の適切な処理が不可欠です。
　火力、水力、再生可能エネルギーとともに、それぞ
れのメリットを生かした持続可能なエネルギーミック
スを築くことが大切です。

社会変革の経験者！
見習うべき力強さ、ベビーブーマー世代！

照　会　御前崎市ＣＩＯ補佐官　高村弘史（総務省地域情報化アドバイザー）
　　　　デジタル推進課　☎０５３７�１１２７

　今回は前回ご紹介した「X世代」の前世代、「ベ
ビーブーマー世代」をご紹介します。
　ベビーブーマー世代は、1965年（58歳）～1951
年（72歳）とされていて、人口比率がとても高い
世代です。なぜベビーブーマーかというと、1945
年に第二次世界大戦が終了し、兵士が帰ってきた
ことにより、出生率が上がった世代だからです。
戦争は大きな災禍を世界中の人にもたらしまし
た。残念ながら戦争は今もなくならないのですが、
この世代からはその不幸を乗り越えて復興しよう
とする人間の力強さを感じられます。
　ちなみに、この世代は高度成長期の時代に生ま
れており、1953年（70歳）～1951年（72歳）は「団

塊の世代」ともいわれ、長く日本をけん引してき
た世代でもあります。
　彼らがさまざまな経験を積み重ね、作り上げて
きた現代社会。モノの発達や価値観の変化による
大きなパラダイムシフトが起こり、新たな変革期に
入っています。昨今のデジタルトランスフォーメー
ションもそのひとつです。
　社会の変革期には、とてつもない労力と勇気が
必要です。次世代につなげていくためには、一歩
を踏み出す勇気が必要なのかもしれません。

※パラダイムシフト…その時代や分野で当たり前だと考えられて
きたモノの見方や考え方が劇的に変化すること
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★

夢
に
ま
で
見
た
大
舞
台
へ

令
和
５
年
10
月
29
日
、「
西
部
地

区
中
学
校
野
球
大
会
」
決
勝
、
2

回
裏
浜
岡
中
学
校
野
球
部
の
攻

撃
、
ツ
ー
ア
ウ
ト
1
・
3
塁
。
打

者
・

山
育な
る
瑞み

選
手（
上
比
木
）が

放
っ
た
痛
烈
な
打
球
は
外
野
手
の

頭
上
を
大
き
く
越
え
る
ツ
ー
ベ
ー

ス
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
こ
の
一
打

で
勢
い
づ
い
た
打
線
は
こ
の
回
一

挙
６
点
の
猛
攻
、
勝
利
を
大
き
く

た
ぐ
り
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せ
、
令
和
６
年
３
月
に

本
県
で
開
催
さ
れ
る「
文
部
科
学

大
臣
杯
第
15
回
全
日
本
少
年
春
季

軟
式
野
球
大
会
」へ
の
切
符
を
つ

か
み
取
っ
た
。
浜
岡
中
学
校
野
球

部
と
し
て
、
初
め
て
の
全
国
大
会

出
場
だ
。

自
分
た
ち
で
考
え
実
践
す
る

夏
の
香
り
が
漂
い
だ
し
た
7
月
。

こ
れ
ま
で
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
て

き
た
３
年
生
が
引
退
し
、
新
チ
ー

ム
が
始
動
し
た
。「
全
員
で
戦
う
」を

目
標
に
掲
げ
、
打
力
重
視
の
野
球

で
勝
利
を
目
指
し
て
き
た
。
初
陣

と
な
っ
た
友
好
都
市
・
長
野
県
高

森
町
主
催「
第
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回
島
岡
吉
郎
野

球
大
会
」で
は
、
13
チ
ー
ム
が
参
加

す
る
中
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
最

高
の
形
で
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を

決
め
た
。
全
員
で
戦
う
―
。
こ
の

言
葉
の
意
味
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再
確
認
で
き
た
瞬

間
で
あ
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た
。

「
平
日
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を
主
体
に

生
徒
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
組
ん
で

い
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す
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自
分
た
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析
す
る

こ
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ひ
と
り
ひ
と
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。

家
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努
力
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を
し
て
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き
ま
す
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宮
下
滉
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情
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ど
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大
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キ
ャ
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ン
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河
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﨑
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也や

選
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上
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比
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自
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捕
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守
備
の
要
で
す
。
ピ
ン

チ
の
時
に
は
率
先
し
て
声
を
出
し
、

チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
、
盛
り
上
げ
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」と
冷
静

に
話
す
。
そ
の
目
か
ら
は
内
に
秘

め
た
熱
い
闘
志
を
感
じ
さ
せ
る
。

栄
冠
を
目
指
し
て

大
会
で
の
目
標
は「
全
国
制
覇
」。

挑
戦
す
る
な
ら
ば
一
番
を
取
り
た
い

と
い
う
全
員
の
意
志
の
も
と
決
め
た

も
の
だ
。
西
部
大
会
優
勝
後
、
チ
ー

ム
の
団
結
力
は
よ
り
強
固
と
な
り
、

絆
は
日
に
日
に
深
ま
っ
て
い
る
。

頂
点
を
目
指
す
浜
岡
中
学
校
野

球
部
へ
あ
り
っ
た
け
の
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
。

INFORMATION 情報掲示板

浜岡中学校野球部浜岡中学校野球部

部員は1年生７人、2年生９人。持ち味は上位から下位まで抜け目のない強力打線。部員は1年生７人、2年生９人。持ち味は上位から下位まで抜け目のない強力打線。
1年生の酒井直汰朗選手（塩原）、殿岡敬二郎選手（新野西）は主力として上級生に交じり先発メンバー入りしている。1年生の酒井直汰朗選手（塩原）、殿岡敬二郎選手（新野西）は主力として上級生に交じり先発メンバー入りしている。

文部科学大臣杯第15回全日本少年春季軟式野球大会に出場

ごみの野焼きは禁止されています

ごみの野焼き（焼却行為）は煙や悪臭などにより周囲へ迷惑をかけるだけでなく、人体の健康へ深刻な影響をも
たらす化学物質、ダイオキシン類を発生させる原因にもなっていることから、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
で禁止されています。

５年以下の懲役もしくは 1000 万円以下の罰金
法人の場合、３億円以下の罰金

罰則規定

　炭素、水素、酸素、塩素という身の回りのどこ
にでもある元素からできる物質。非常に毒性が強
く、環境汚染や、人体の遺伝子への影響、発ガ
ン性も指摘されます。
　さまざまなものを燃やすごみ焼却では、ダイオ
キシンを発⽣させる可能性があります。

ダイオキシンとは

焼却行為 例

農業・林業・漁業を営むためにやむを得ない焼却 草・稲わらなどの焼却　など

日常生活を営む上で実施される軽微な焼却 たき火、バーベキュー　など

風俗慣習上の行事のために必要な焼却 どんど焼き

国や地方公共団体が実施する施設管理のために必要な焼却 河川敷、道路の草焼き

震災などの予防、応急対策または復旧のために必要な焼却 防災訓練、消防訓練　など

例外となる焼却行為

焼却行為は例外となる場合もあります。安全管理のため、必ず事前に環境課への連絡と消防署への届出書提出が
必要です。ただし、周囲の住民に迷惑がかかる場合は、焼却途中でも中止していただきます。

※やむを得ずこれらの焼却をする場合であっても、焼却の規模、時間帯、⾵向きなどを考慮し、煙や臭いが周囲の
迷惑にならないよう、注意しなければなりません。

野焼き ドラム缶 一斗缶

照　会　環境課　☎０５３７�１１６２
　　　　消防署　☎０５３７�２１１９

▲詳細はホームページを
　ご確認ください。

法律に違反して野焼きをした場合…
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◆環境保全センターへの直接搬入
受付日　月曜日から金曜日、第 2・4 日曜日 
※祝日、12月29日㈮から１月３日㈬は除く
搬入時間　８時30分～12時、13時から16時30分

◆家庭ごみの収集 
可燃物は、下記の期間、回収されません。
12月31日㈰ ～１月３日㈬
※家庭ごみは、収集当日の 0 時から 8 時までに指定場

所へ出してください。
※その他のごみの収集日は「家庭用ごみ収集カレンダー」

をご確認ください。 

◆気を付けよう！リチウムイオン電池
リチウムイオン電池は、強い衝撃が加わると発煙・発火のおそ
れがあります。収集運搬や破砕・選別などの処理工程で発火す
る可能性があり、大変危険です。意外と身近にあるリチウムイ
オン電池を次の点に注意し、安全に捨てましょう。

例年この時期になるとごみ集積所に出されるごみの量が多くなります。収集カレンダーなどで収集日の確認やご
みの分別を徹底し、ごみ集積所のルールとマナーを守りましょう。また、12 月は環境保全センターが混み合うこ
とが予想されます。同センターの営業日を確認して、早めの搬入にご協力ください。 

照　会　環境課　☎０５３７�１１６２
　　　　環境保全センター　☎０５４８�００４４

・リチウムイオン電池が使用されている製品の例 
通信機器（携帯電話・タブレットなど） 、OA 機器（ノートパソコン・モバ
イルバッテリーなど） 、AV 機器（デジタルカメラ、ビデオカメラなど） 、日
用品ほか（携帯ゲーム機・ハンディファン・加熱式たばこ・電気シェーバー・
電動歯ブラシ・コードレス家電・電動アシスト自転車・電動工具・充電式
投光器など） 

必ず絶縁 無理に外さない・
解体しない 濡らさない

端子部分が露出している
と発火する恐れがありま
す。＋極と－極にセロハ
ンテープやビニールテー
プなどを貼りましょう。

製品と一 体型のもの
は、無理に取り外さな
いようにしましょう。電
池の解 体も危険なの
で、絶対にやめましょう。

雨 や 水に濡 れ
ない場 所で 保
管しましょう。

回収期間　令和６年１月４日㈭から31日㈬まで
回収場所　
・福祉課
・社会福祉協議会
　（御前崎ふれあい福祉センターなごみ・浜岡福祉会館）
・各地区センター

希望食品
　缶詰や瓶詰などの保存食品、レトルト食品、イン
スタント食品、食用油、お米、飲料、ふりかけ、お
茶漬け、のりなど常温保存できるもの
食料の条件
・賞味期限が令和６年４月以降のもの
・賞味期限が明記されているもの
・未開封のもの
・破損で中身がでていないもの
・お米は常識の範囲で古くないもの（もち米は不可）

フードドライブにご協力をお願いします

照　会　福祉課　☎０５３７�１１２１　　　社会福祉協議会　☎０５４８�５２９４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜岡福祉会館　　☎０５３７�８０６６

年末のごみ出しにご注意ください

生活困窮世帯のために、食料の寄贈を募ります。寄贈を受けた食料は、ＮＰＯ法人「フードバンクふじのくに」
が回収し、県内の生活困窮世帯に無料で配布されます。食料は、次の場所で回収します。

なお、前述の理由で食料支援が必要な場合は、福祉課または社会福祉協議会へご相談ください。

お
知
ら
せ

骨
の
健
康
を
再
確
認
！	

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
日
程
追
加

　
骨
が
脆
く
な
る
と
骨
折
や
寝
た
き
り

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
特
に
女
性
は
定

期
的
に
検
査
を
受
け
て
骨
量
を
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

対　

象　
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）の
女
性

の
う
ち
、
本
年
度
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
会
場　
御
前
崎
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容　
問
診
・
Ｘ
線
に
よ
る
骨
塩

量
測
定

金　
額　
５
０
０
円

検
診
期
間　
令
和
６
年
２
月
５
日
㈪
～

29
日
㈭

申
込
方
法　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
ま
た
は
照
会

先
に
電
話　
※
定
員
あ
り

申
込
締
切　
令
和
６
年
２
月
９
日
㈮

照　
会　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
３

　
　
　
　

▲ WEB 予約

Ｕ
ー
39
健
診		

	

予
約
受
付
中
で
す

　
市
で
は
、
25
歳
～
38
歳
で
健
康
診
断

の
機
会
が
少
な
い
人
を
対
象
に
、「
若
い

世
代
の
健
康
診
査（
Ｕ
―
39
健
診
）」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
若
い

世
代
に
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
で

25
歳
～
38
歳
の
市
民

健
診
機
関　
御
前
崎
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

金　
額　
１
５
０
０
円（
通
常
１
万
円

近
く
か
か
る
健
診
で
す
）

検
査
内
容　
問
診
・
身
体
計
測
・
血
圧
・

血
液
検
査
・
尿
検
査

健
診
期
間　
令
和
５
年
12
月
１
日
㈮
～

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

月
～
金
曜
日　
受
付
時
間
８
時
30
分

（
12
月
25
日
～
１
月
８
日
は
お
休
み
）

※
妊
娠
中
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
同
伴
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
令
和
６
年
１
月
12
日
㈮

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
方
法　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
も
し
く
は
照

会
先
へ
電
話

照　
会　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
３

　
　
　
　

▲ＷＥＢ予約

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る	

皆
さ
ん
へ

　
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
に
は
、

浄
化
槽
法
に
よ
り
年
３
回
以
上
の
保
守

点
検
、
年
１
回
以
上
の
清
掃
、
毎
年
１

回
の
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
・
単
独
処
理

浄
化
槽
に
か
か
わ
ら
ず
、
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
人
に
は
、
検
査
実
施
の
案

内
が
届
き
ま
す
の
で
、
必
ず
法
定
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
検
査
は
、
県
指

定
の
浄
化
槽
検
査
機
関
で
あ
る
一
般
財

団
法
人
静
岡
県
生
活
科
学
検
査
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、「
御
前
崎
の
海
の
豊

か
さ
を
持
続
し
て
い
く
」た
め
に
、「
き
れ

い
な
水
を
守
る
生
活
環
境
の
整
備
」と
し

て
、
下
水
道
へ
の
接
続
と
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
、

ト
イ
レ
か
ら
の
排
水
は
浄
化
さ
れ
ま
す

が
、
台
所
・
洗
面
所
・
浴
室
か
ら
の
排

水
は
未
処
理
の
ま
ま
水
路
や
川
に
放
流

さ
れ
、
御
前
崎
の
海
へ
流
れ
て
い
ま
す
。

　
白
羽
・
御
前
崎
地
区
の
皆
さ
ん
に
は

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
補
助
金
も
活
用
で
き
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
汲
み
取
り
便
槽
・
単

独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

申	

込
先　
一
般
財
団
法
人
静
岡
県
生
活

科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４（
６
２
１
）５
０
３
０

照　
会　
上
下
水
道
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
６

令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の	

使
途
を
公
表
し
ま
す

　
昨
年
度
に
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
付
金
は
総
額
４
７
９
８
万
５
５
０
０

円
で
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
寄
付
者
の

皆
さ
ま
の
ご
意
向
に
寄
り
添
っ
て
、
大

切
に
活
用
し
ま
す
。
今
後
も
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

照　
会　
財
政
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
１
２

寄付金の使途 寄付金額（円） 件数
子育て支援・保健福祉の充実 12,683,500 439
学術文化の向上・体育の振興 9,725,000 373
自然環境の整備・保全 5,189,500 173
防災対策の充実 4,665,000 115
産業の活性化 3,015,000 113
国際交流、多文化共生の推進 462,500 20
その他 12,245,000 437

合　計 47,985,500 1,670

令和４年度分ふるさと納税の使途

17 OMAEZAKI OMAEZAKI 16



手
洗
い
は
食
中
毒
と
感
染
症

予
防
に
有
効
で
す

　

冬
季（
11
月
～
３
月
）は
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
急
性
胃
腸
炎

を
発
症
す
る
ほ
か
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
た
食
品
や
感
染
者
が
調
理
し
た
食
品

を
食
べ
る
と
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。

　
症
状
は
、
吐
き
気
・
お
う
吐
・
下
痢
・

腹
痛
・
発
熱
な
ど
で
、
症
状
が
回
復
し

て
も
数
週
間
ウ
イ
ル
ス
を
便
に
排
出
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
染
し
て
も
症

状
が
出
な
い
人
が
い
ま
す
が
、
ウ
イ
ル

ス
を
排
出
し
て
感
染
源
と
な
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

①
家
族
全
員
で
し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う（
特
に
ト
イ
レ
の
後
、
調
理

前
、
食
事
前
、
帰
宅
時
、
お
む
つ
交

換
を
し
た
後
）。
２
度
手
洗
い（「
石

け
ん
を
つ
け
て
か
ら
水
洗
い
ま
で
」

を
２
回
）が
効
果
的
で
す
。

②
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。（
特
に

二
枚
貝
の
調
理
は
85
℃
～
90
℃
で
90

秒
以
上
）

③
多
数
の
人
が
手
を
触
れ
る
場
所（
ド
ア

ノ
ブ
、
水
道
蛇
口
な
ど
）や
調
理
器
具

な
ど
は
洗
浄
後
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
に
よ
る
消
毒
が
効
果
的
で
す
。

④
胃
腸
炎
患
者
に
接
す
る
人
は
、
患
者

の
便
や
吐
い
た
物
を
適
切
に
処
理
し
、

感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
品
事
業
者
は
、
調
理
従
事
者
な
ど

の
健
康
状
態
を
毎
日
確
認
し
、
下
痢

や
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

に
は
食
品
を
直
接
取
り
扱
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
う
吐
物
の
処
理
方
法

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と
空
中

に
漂
い
、
口
に
入
っ
て
感
染
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
感
染
者
の
お
う
吐
物
や

お
む
つ
な
ど
は
速
や
か
に
処
理
し
、
二

次
感
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
塩
素
系

消
毒
液
な
ど
を
用
い
て
適
切
に
処
理
し

ま
し
ょ
う
。

照　
会　
西
部
保
健
所
掛
川
支
所	

　
☎
０
５
３
７
�
３
２
６
２

屋
根
工
事
の
勧
誘
に
関
す
る	

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を

　
「
屋
根
瓦
が
ず
れ
て
い
る
の
で
無
料
で

点
検
す
る
」な
ど
と
突
然
訪
ね
、「
雨
漏
り

し
て
い
る
、
瓦
が
飛
ぶ
と
近
所
に
迷
惑
が

か
か
る
」と
不
安
を
あ
お
っ
て
、
屋
根
工

事
の
契
約
を
さ
せ
る
悪
質
業
者
に
よ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
金
で
自
己
負
担
な
く
修
理
が
で

き
る
な
ど
と
勧
誘
し
て
く
る
場
合
も
悪

質
業
者
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
お
か
し
い
な
」と
思
っ
た
ら
そ
の
場

で
契
約
せ
ず
、
お
近
く
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー（
市
商
工
観
光
課
☎
０
５
３
７

�
１
１
３
５
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

照　
会　
静
岡
県
県
県
民
生
活
課

　
☎
０
５
４（
２
２
１
）２
１
７
５

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

相
談
内
容　
相
続
、
交
通
事
故
、
借
金

問
題
、
離
婚
の
４
分
野
限
定

日　
時　
令
和
５
年
12
月
23
日
㈯
、
令

和
６
年
１
月
27
日
㈯
、
２
月
24
日
㈯

各
日
10
時
～
16
時

場　
所　
研
修
セ
ン
タ
ー

相
談
料　
無
料（
30
分
程
度
）　

　
※
要
予
約
。定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

照
会
先
に
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

照　
会　
焼
津
総
合
法
律
事
務
所
牧
之

原
オ
フ
ィ
ス

　
☎
０
５
４
８
�
６
７
１
０

　
　
　
　

▲ホームページ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
掛
川
で
一
緒
に	

お
仕
事
さ
が
し
を
し
ま
せ
ん
か

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
掛
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
か
ん
た
ん
求
人
検
索
で
は
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
掛
川
・
島
田
・
磐
田
の
最
新
求

人
を
希
望
条
件
で
選
択
し
て
簡
単
に
検

索
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

照　
会　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
掛
川（
掛
川

公
共
職
業
安
定
所
）

　
☎
０
５
３
７
�
４
１
８
５

　
　
　
　

▲かんたん求人検索

募
　
集

東
遠
地
域
広
域
障
害
児
福
祉

計
画（
案
）へ
の
意
見
募
集

　
御
前
崎
市
・
掛
川
市
・
菊
川
市
の
３

市
で
は
、
障
害
者
基
本
法
、
障
害
者
総

合
支
援
法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
に
基
づ

き
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
障
害
者
計
画

な
ど
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
令
和
５
年
12
月
22
日
㈮
～

令
和
６
年
１
月
22
日
㈪

資
料
閲
覧
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

福
祉
課
、
御
前
崎
支
所

意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
御
前
崎
市
民

・
市
内
通
勤
・
通
学
者

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
人

・
本
計
画
に
利
害
関
係
が
あ
る
人

提
出
方
法

①
Ｗ
Ｅ
Ｂ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

②
Ｅ
メ
ー
ル（fukushi@

city.om
aezaki.

shizuoka.jp

）

③
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
３
７
�
１
１
４
４
）

④
照
会
先
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

照　
会　
福
祉
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
１

　
　
　
　

▲ホームページ

平
和
を
仕
事
に
す
る
防
衛
省	

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

◆
自
衛
官
候
補
生

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

試
験
会
場　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

一
般　
年
間
通
じ
て
受
け
付
け

高
校
生　
７
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
中

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒

試
験
日

一
般　
令
和
６
年
１
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰

試
験
会
場　
浜
松
合
同
庁
舎

受
験
資
格　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の
17

歳
未
満
の
男
性

受
付
期
間

一
般　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮
ま
で

照	　
会　
静
岡
地
方
協
力
本
部
袋
井

地
域
事
務
所

　
☎
０
５
３
８
�
３
７
１
７

市
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者

福
祉
計
画（
案
）へ
の
意
見
募
集

　
市
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
は
３
年
ご
と
に
計
画
を
見
直
し

策
定
し
ま
す
。
計
画
を
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
た
め
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

目　
的　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
庭
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、「
介
護
・
介
護

予
防
・
生
活
支
援
」な
ど
が
包
括
的

に
提
供
さ
れ
る
社
会
を
目
指
す

募
集
期
限　
令
和
６
年
１
月
９
日
㈫
17
時

資
料
閲
覧
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

高
齢
者
支
援
課
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
お
ま
え
ざ
き（
御
前
崎
支
所

２
階
）

意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
御
前
崎
市
民

・
市
内
通
勤
・
通
学
者

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
人

・
本
計
画
に
利
害
関
係
が
あ
る
人

提
出
方
法

①
Ｗ
Ｅ
Ｂ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

②
Ｅ
メ
ー
ル（korei@

city.om
aezaki.

shizuoka.jp

）

③
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
３
７
�
１
１
４
４
）

④
照
会
先
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

照　
会　
高
齢
者
支
援
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
１
８

　
　
　
　

▲ホームページ

が
ん
サ
ロ
ン「
な
ご
み
」を	

開
催
し
ま
す

内　
容

①
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
集
い
、
語
り
合
う
場

②
医
療
者
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

　
講
師　
理
学
療
法
士

テ
ー
マ　
セ
ル
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

開
催
日　
１
月
19
日
㈮

時　
間　
13
時
30
分
～
15
時

場　
所　
磐
田
市
立
総
合
病
院　
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
講
堂

対　
象　
が
ん
患
者
や
家
族

申
し
込
み　
不
要

照　
会　
磐
田
市
立
総
合
病
院
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
３
８
�
５
２
８
６

静
岡
県
立
工
科
短
期
大
学
校	

入
校
生
募
集

区　
分　
一
般
選
抜

受
付
期
間　
１
月
18
日
㈭
～
２
月
１
日
㈭

試
験
日　
２
月
10
日
㈯

試
験
科
目　
数
学
Ⅰ
、
面
接

照　
会　
静
岡
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
０
５
４（
３
４
５
）２
０
３
２

作
っ
て
な
っ
と
く
、
食
べ
て
ま
ん
ぞ
く
！

黒
は
ん
ぺ
ん
作
り

　
焼
津
の
名
産
品
で
あ
る
黒
は
ん
ぺ
ん

を
作
っ
た
り
味
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で

焼
津
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時

①
令
和
６
年
１
月
27
日
㈯

②
令
和
６
年
２
月
４
日
㈰

※
両
日
と
も
９
時
15
分
か
ら
正
午
ま
で

場　
所　
静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

内　
容　
黒
は
ん
ぺ
ん
作
り
の
体
験

対　
象　
家
族・グ
ル
ー
プ（
３
歳
以
上
）

定　
員　
16
組（
各
グ
ル
ー
プ
最
大
６
人
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
費　
９
５
０
円
程
度（
料
金
改
定
な

ど
に
よ
り
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
か
ら

受
付
期
間　
１
月
６
日
㈯
正
午
か
ら
14

日
㈰
13
時
ま
で

申
込
・
照
会　
焼
津
青
少
年
の
家

　
☎
０
５
４（
６
２
４
）４
６
７
５

　
　
　
　

▲ホームページ

宝
く
じ
助
成
金
で		

塩
原
公
民
館
を
整
備

　
塩
原
町
内
会
は
、
一
般
社
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実

施
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」を
活
用
し
、
塩
原
公
民
館
を

整
備
し
ま
し
た
。

19 OMAEZAKI OMAEZAKI 18



発
行
／
御
前
崎
市
役
所
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
437-1692静

岡
県
御
前
崎
市
池
新
田
5585　　電

話
／
0537�

1132　　FAX／
0537�

1136
ホームページ／

httpｓ://www.city.omaezaki.ｓhizuoka.jp　
メール／

ｓomu@city.omaezaki.ｓhizuoka.jp
2023.12　

N
o.236

ま
ち
の
元
気
応
援
マ
ガ
ジ
ン

健康づくり課・御前崎市栄養友の会

12

▶
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
二
次
元
コ
ー
ド

大根ステーキ オイスターそぼろのせ

～食のまち御前
崎～

毎月19日は食育
の日！　御前崎

をたべよう！
材料（４人分）

大根� 24㌢（約800㌘）
豚ひき肉� 400㌘
◆すりおろしにんにく� 小さじ1
◆オイスターソース・水� 各大さじ3
◆酒・みりん� 各大さじ2
◆しょうゆ� 小さじ1
塩・酒・こしょう・ごま油� 適量
白髪ねぎ� 適量

作りかた
1大根は皮を厚めにむいて３㎝程度の輪切りに

し、両面に格子状の切り込みを入れる。水にく
ぐらせてから耐熱皿に並べ、ラップをかけて電
子レンジで４分程加熱し、両面に塩をふる。

2豚ひき肉に酒・塩・こしょうをふる。◆を混
ぜ合わせ、たれを作る。

3ごま油を熱したフライパンで、水気をきった
大根に焼き色がつくまで焼く。

43に豚ひき肉を入れて中火で炒め、肉の色が
変わり始めたら、たれを加え、５分程炒める。

5器に大根とそぼろをのせ、白髪ねぎを添えて完成。▶１人分=322kcal
食塩相当量　1.9㌘

◆今月のレシピに使われている特産品：大根

こくうまのオイスターそぼろで食べ応え抜群！香ばしさとジューシーな甘みが食欲をそそります♪

かわいい笑顔を募集します。
対 象：2月 生 ま れ の １ 歳 ～ 
３歳児で、本コーナーへ掲載
されたことのない子
申込期間：1月9日㈫８時15分～
26日㈮17時（先着８枠）
申し込みフォーム▶
照会 : 総務課
☎0537�1132 齋

さい

木
き

 梨
り

愛
あ

ちゃん１歳
（大山）

山
やま

本
もと

 湊
みな

斗
と

くん１歳
（新谷区）

田
た

中
なか

 龍
りゅう

之
の

介
すけ

くん２歳
（塩原）

松
まつ

下
した

 凌
り

久
く

くん２歳
（大山）

橋
はし

場
ば

 健
けん

之
の

助
すけ

くん３歳
（東町）

桒
くわ やま

山 寧
ね  ね

音ちゃん２歳
（大山）

鈴
すず

木
き

 紬
つむ

生
ぎ

くん 2 歳
（東町）

深
ふか

津
つ

 凛
りん

太
た

くん２歳
（新神子区）
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